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要旨	 本校の日本史Ａの授業では、フィールドワークにより地元朝霞市内の歴史を調査している。昨年度、

日本史Ａの授業と連携した授業を３年次生の選択科目「情報と表現」で行った。その実践報告とともに、情

報科の授業においてフィールドワークを行うことの可能性・意義及び課題について考察したい。 
 
1. はじめに 
本校の日本史Ａの授業では、地元朝霞市内の歴

史をフィールドワークで調べ、発表を行う授業を

行っている。この授業を担当している教員と話を

したところ、情報の表現や伝達の工夫との相性が

良いと考えられ、日本史Ａとの連携を試行的に行

った。昨年度で行った「日本史Ａ」と「情報と表

現」の 2科目による共同授業の実践を報告すると
ともに、フィールドワークを情報科の授業で行う

ことの可能性・意義及び課題を考察したい。 
2. 授業実践報告 
はじめに授業概要を示し、具体的な実践内容の

報告を行う。その後、授業実践を振り返って感じ

たことの報告を行う。 
2.1 授業の概要 
今年度フィールドワークを行った授業の概要を

次に示す。 
授業の目的（情報と表現） 
ビデオによる撮影や中継などの活動を通し

て、画像による表現技法を身に付ける。 
受講生徒数 
	 情報と表現	  9名	 文系志望の生徒が多い 
	 日本史Ａ	 	 40名	 理系志望の生徒が多い 
授業時間	 	 水曜日 3･4時限目（同時展開） 
授業内容（情報と表現） 
	 	 日本史Ａでの朝霞市内の歴史について聞き

取り調査の様子の中継を行った。また、それ

ぞれのグループの発表の様子をビデオで撮

影した。 
情報と表現の授業では、日本史Ａの授業と関連

して朝霞市にある塩味醤油資料館の聞き取り調査

の様子の中継と、日本史Ａの各班の発表の様子の

撮影を行った。これらの授業の様子を報告したい。 
2.2 塩味醤油資料館の聞き取り調査の中継 
塩味醤油資料館は歴史的な資料が保存されてい

る資料館である。ここへの調査に同行し、聞き取

り調査の様子の中継を行った。 
2.2.1 生徒の役割分担 
レポーター担当、映像担当、Twitter 担当の 3
つの役割を分担した。レポーター担当の生徒には、

移動や聞き取りの前後にカメラの前で状況を伝え

る役割を分担させた。中継担当の生徒には、カメ

ラでの撮影、機材の運搬、撮影の補助を分担させ

た。Twitter 担当には、聞き取りの様子などを
Twitterに書き込んで伝えることを分担させた。 
2.2.2 授業の様子 
レポーター担当が醤油資料館についての案内を

し、最初の建物について資料館の方から説明をし

ていただいた様子の中継を行った。この様子は事

前に本校職員に案内していたので、関心を持った

方からも見てもらっていた。 
その説明が終わったあたりでパソコンのバッテ

リーが 2台とも切れてしまい、中継することがで
きなくなってしまった。Twitter もほとんどでき
ないまま終わってしまった。残りの資料について

の説明は、ビデオ撮影だけ継続して行った。 
ビデオで撮影している生徒以外は役割がなくな

ってしまったが、文系を希望している生徒という

こともあり、歴史的な資料について興味を持って

おり、説明に対して積極的に質問をするなど地元

の歴史についての興味・関心につなげることがで

きたのは撮影ができなくなってしまったという不

幸中の幸いだったと思う。 
2.3 各班の発表の撮影 
日本史Ａの各班が現地で発表する様子を撮影班

2人１組で同行して撮影を行った。全部で 13班あ
り、撮影する人数も不足し機材が揃わないことも

あり、3週間 6時間にわたって撮影を行った。 
2.3.1 生徒の役割分担 

2～3人を 1組にして、日本史Ａの班に同行させ、
撮影を行った。 
2.3.2 授業の様子 
日本史Ａ選択の発表者と情報と表現選択の撮影

者が連れ立って、日本史Ａの授業で調査した地点

に行き撮影を行った。情報と表現選択者は現地に

出向くのが初めてであり、撮影場所や構図につい

ては日本史Ａ選択者と相談して現地で試し撮りを

するなどして決定した。 
発表者は効果的に発表を行うために小道具を用

意したり、撮影者は映像面での工夫をするために



発表者に動きや構図などを提案したりという工夫

を重ねて撮影を行っていた。 
2.4 授業実践を振り返って 
日本史Ａ選択者が調査した内容を発表し、情報

と表現の選択者はその発表の撮影を行う授業を行

った。年度当初にはプレゼンテーションを中心に

授業を計画していたため、限られた時間で共同授

業を行うこととなり、発表の撮影だけとなってし

まった。 
日本史Ａの授業で行った事前調査にも加わり、

発表方法についての中心的な役割を担うなどより

多くの時間を共にすることで、さらに効果的な表

現や伝達の工夫が行えたのではないかと思う。 
3. フィールドワークを行う意義と課題 
この章では、フィールドワークを授業に取り入

れる事の意義と課題について述べる。 
3.1 フィールドワークを行う意義 
3.1.1 一次情報を収集できる 
コンピュータ室だけでの授業では、ネット上か

ら検索をするだけで報告書をまとめることができ

てしまう。しかし、ネット上の検索では情報が手

軽に入手できるため、現地調査などの一次情報を

収集することの重要性を見落としてしまう。フィ

ールドワークの経験を通して、一次情報を収集す

る機会を生徒に体験させ、一次情報の重要性につ

いて考えさせることにつなげられる。 
3.1.2 伝達の工夫ができる 
ビデオ撮影の場合には、撮影後にその場で見る

ことができ、うまく伝わっていない原因を確認す

ることができる。改善を行い再撮影することで、

より伝わる映像を作成することができるのは時間

や空間を共有していない利点であろう。 
また、映像では時間が連続していなくても編集

により連続して見せることができるため、表現の

幅が広がり工夫の余地が増えることも挙げられる。

資料を撮影する前後で録画を停止して準備する姿

を見せないようにしたり、別の場所に移動する際

に空を飛んで移動するように見えるように撮影し

たりといった工夫が見られた。 
さらに、映像を編集により都合の悪い部分を切

り取って前後でつなぎ合わせたり、構図を工夫し

て映像に写したくないものを構図の外側に出して

しまって見せないようにしたりなど、映像におけ

るメディアリテラシーを経験的に学習させること

もできるのではないかと考えている。 
3.1.3 発表形態が柔軟になる 
プレゼンテーションでは発表者が聴衆に向かっ

て説明をするというスタイルであるが、ビデオ撮

影では必ずしも視聴者に向かって話しかけるとい

うスタイルでなくても成立するという特徴がある。 
寸劇に仕立てて小芝居をして伝えるなどの表現方

法の工夫をすることができる。生徒の中には衣装

や小道具も準備して発表に臨んだ者もいる。 
発表形態の制約が外れることで、映像メディア

の特性に応じた表現方法を考えることができるの

ではないかと考える。 
3.2 フィールドワークを行う上での課題 
3.2.1 機材の課題 
ネット中継やビデオ撮影を行ったが学校にある

機材はパソコン 2 台とWeb カメラだけである。
管理職の了承を得て、ノート PCの設定を変更し
ネット配信を行った。モバイルデータ通信サービ

ス端末やビデオカメラは私物を利用した。 
また、校外での活動ではバッテリーの稼働時間

も重要になってくる。今回行った授業ではバッテ

リーが切れてしまったために十分な中継を行うこ

とができなかった。 
様々な取り組みを行うためには、情報機器とし

てタブレット端末を整備していくことが有効であ

ると考える。 
3.2.2 授業時間の課題 
本校の「情報と表現」・「日本史Ａ」の授業は、

2 時間連続である。途中の休み時間も使うことが
できるため、実質 110分として計画することがで
きる。校外に調査に出かけるには移動時間が必要

になるため、50分の授業では難しい。 
このような校外での活用を授業で取り入れるた

めには時間割上での問題をクリアする必要がある。 
3.2.3 同時配信の課題 
	 今回の授業ではUstreamや Twitterなど同時配

信の技術を利用した。問題発言や誤った行動など

が配信されてしまう。発信者としての遵法意識や

モラルといった面での指導が重要となってくる。	

3.2.4 生徒指導上の課題 
学校によっては授業中に教室を離れることが生

徒指導上で問題になることも考えられる。また、

移動中に交通事故に遭う危険性も考えられる。校

外に生徒を出し、調査や発表を行うためには、管

理職や他の職員からの理解も必要である。	

4. おわりに 
日本史Ａとの合同授業を行ったが、私自身その

経験を通して十分なフィールドワークの効果を実

感することができ、情報科においても効果的な授

業展開ができるとの認識を持つことができた。合

同授業を快く受け入れてくれた日本史担当の先生

と、様々な課題に対して柔軟に対応し了承してい

ただいた管理職の先生方には心より感謝申し上げ

たい。	


